
※ニッセイ緑の財団は、1993年7月4日に設立され、
　2011年4月1日に公益財団へ移行いたしました。

令和2年度全国育樹活動コンクールにて、
農林水産大臣賞を受賞しました

公益財団法人
　　ニッセイ緑の財団について

　当財団は 1993 年 7 月に “緑の保護、育成に努め、もっ
て幅広く環境の保全に資する” ことを目的に設立されてか
ら 29 年目に入り、保有する森林は日々逞しい成長を遂げて
おります。

　事業の柱である「森林づくり事業」においては、2002 年
に設立時の目標であった「ニッセイ 100 万本の植樹活動」
を達成し、現在までに全国約 200 箇所（467.9ha）、137 万
本を植樹してまいりました。健全な森林づくりに必要な継続
的な植樹・育樹活動には、これまでのべ 3.9 万人のボラン
ティアが参加しています（2021 年 6 月時点）。

　もう1 つの柱である「森林を愛する人づくり事業」におい
ては、“ニッセイの森” の中での活動として、ふれあい森林
教室・自然観察会・森の探検隊等の活動を行っており、
また、森以外の活動では、“ニッセイの森” の間伐材を使用
した夏休み自由研究・木工クラフトワークショップの他、
各学校オリジナルの「木のしおり」や「樹木名プレート」の
寄贈活動を実施しています。さらに 2020 年度以降は新型
コロナウィルスの影響を受け一部の活動が中止となる中、
オンラインを活用した「ニッセイ緑のオンライン環境講座」や
「“ニッセイの森” の紹介」等を開始しております。

　このような様々な事業を通じて、当財団が全国各地で
森林を守り育てる人々を集いながら、学び、想いを交わす
基点となることで、美しく緑豊かな森林と森林を愛する人々
の心を、未来の地球へ引き継いでいきたいと願っています。

　引き続き、皆様方のご理解とご支援を賜りますよう、お願
い申しあげます。

公益財団法人ニッセイ緑の財団
　　　　　 理事長　清水　一朗

評　　　議　　　員

役　　　員　　　等

（2021年6月現在）

環境貢献度評価
　森林の機能は物質生産機能に止まらず、より根源的機能としての
「生物多様性保全機能」「環境保全機能」「文化機能」を有しています。
林野庁は 2003 年度より法人の森林について「環境保全機能」の一部
を下記の表の通り数値化しています。

＜“ニッセイの森 ”の環境貢献度（2019 年度単年分）評価＞
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○２リットル・ペットボトル換算で、年間、
１億１８５５万本分の降雨を貯水、そ
の水質を浄化しております。

○年間、約1,676tの二酸化炭素を吸
収・固定しております。
⇒約5,247人分の年間排出量に相当します。

○毎秒、約10.3m3の洪水防止（河川に流出
する水量の平準化）に貢献しています。

○１０ｔダンプトラック換算で、年間、約１，００１
台分の土砂流出を防止しております。

2021年度　活動予定

清　水　　一　朗

半　田　　  　康

石　川　　幹　子

今　井　　通　子

喜　㔟　　陽　一

蔵　治　　光一郎

小　寺　　康　雄

椎　川　　　　忍

進  藤  　富 三 雄

沼  田    正  俊

山　内　　千　鶴

垣　見　　　　隆

小　林　　一　生

田　原　　健一郎

理 事 長

常務理事

理　　事

監　　事

会計監査人

（事務局長）

（中央大学研究開発機構教授・東京大学名誉教授）

（登山家・医師）

（東日本旅客鉄道株式会社代表取締役副社長）

（東京大学大学院教授）

（株式会社大林組取締役副社長執行役員）

（一般財団法人地域活性化センター理事長）

（王子ホールディングス株式会社取締役専務グループ経営委員）

（一般社団法人全国森林レクリエーション協会理事長）

（日本生命保険相互会社取締役常務執行役員）

（宮下・大石法律事務所弁護士）

（日本生命保険相互会社常任監査役）

（田原公認会計士事務所所長）

阿　部　　　　治

岡　島　　成　行

亀　山　　　　章

河　原　　輝　彦

桜　井　　尚　武

田　中　　正　則

近　　　　浩　二

手　島　　恒　明

中　村　　　　克

長谷川　　　　勉

山　村　　雅　之

鷲　谷　　いづみ

評 議 員 （立教大学名誉教授、元日本環境教育学会長）

（公益社団法人日本環境教育フォーラム会長）

（公益財団法人日本自然保護協会理事長）

（元東京農業大学教授）

（公益社団法人大日本山林会参与）

（元公益社団法人国土緑化推進機構専務理事）

（株式会社星和ビジネスリンク代表取締役社長）

（株式会社ニッセイ基礎研究所代表取締役社長）

（日本生命保険相互会社代表取締役副社長執行役員）

（三機工業株式会社代表取締役会長）

（東日本電信電話株式会社相談役）

（東京大学名誉教授）

（評議員・理事の記載は50音順）

1 森林づくりボランティア活動・イベントの開催

2 ニッセイ緑のオンライン環境講座

4 “ニッセイの森”の紹介

3 “WOOD and NATURE LIFE”

“ニッセイ千早の森”（大阪府）

“ニッセイ知内の森”（北海道）

NISSAY GREEN FOUNDATION
〒105-0001
東京都港区虎ノ門1‒21‒17 虎ノ門NNビル8F
TEL：03（3501）9203　FAX：03（3501）5713
Mail： info@nissay-midori.jp

公益財団法人

日々の活動の様子をホームページや
Instagram,Facebookで

紹介しています。ぜひご覧ください！

ニッセイ緑 で 検索

ホームページ Instagram Facebook

新型コロナウイルスの影響を受け、オンラインの活用も含め、
下記の取組みを実施してまいります。

新型コロナウイルスの影響を踏まえ、活動実施を適宜判断して
おります。
活動予定等の詳細は、ホームページ上の「財団活動通信」をご
覧ください。

「ニッセイ緑の環境講座」を「オンライン」と冠して、SNSや公式
HPで発信しております。

全国にある“ニッセイの森”を地域ごとにSNSや公式HPで
紹介しております。

「自然を使った日常生活」をテーマとして、SNSや公式HPで動
画発信しております。



国有林
※隣接している場合は、まとめて表示
民有林等

※1 沖縄の“県民１００万本植樹
 運動”に協力しております
 （与那古浜公園・大里内原公園の２箇所）
※2 2021年4月時点

国有林
※隣接している場合は、まとめて表示
民有林等

“豊橋の森”
〈愛知東支社・刈谷支社〉

“長崎の森” 〈長崎支社〉 “都城の森” 〈宮崎支社〉 “土佐山田の森” 〈高知支社〉

“桂湖の森” 〈富山支社〉

“希望の丘” 〈仙台支社〉“関川の森” 〈新潟支社〉

“苫小牧の森” 〈苫小牧支社〉“鮭川の森” 〈山形支社〉

“ニッセイの森”づくりは、適地適木を原則として、針葉樹だけではなく、
広葉樹を取り入れた多様な森林づくりを実施しており、植樹本数は
約137万本（うち広葉樹は46樹種、49万本で植樹本数の37％）に
なりました。

2020年度は、新たに4箇所の森が “ニッセイの森”に仲間入りし、
“ニッセイの森”は200箇所を達成しました。

2020年度は、4箇所の森で植樹を実施しました。

東  北 32箇所 21.6万本 81.6ha

関  東 25箇所 22.0万本 61.9ha

甲信越・北陸 14箇所 8.8万本 34.5ha

東  海 21箇所 13.0万本 44.1ha

近  畿 17箇所 9.6万本 33.1ha

中  国 23箇所 14.0万本 49.9ha

四  国 12箇所 8.3万本 28.1ha

九州・沖縄 39箇所 28.3万本 95.2ha

全国計 203箇所 137万本 467.9ha

北海道 20箇所 9.9万本 39.2ha

箇 所 数 植樹本数 面  積

◆左記のボランティア活動と併せて、“ニッセイの森”に
直接来て森に触れる活動および、間伐材等の森から
の産物を活用する活動を行っています。
◆2020年度は68,299名の方々にご参加いただきま
した。

森林づくり “ニッセイの森”友の会と連携した森林づくり 森林を愛する人づくり

◆“ニッセイの森”友の会とともに、地域の住民方々や子どもたちも参加して、植樹・下刈・枝打・間伐等のボランティア活動を毎年
各地で行っています。
◆2019年度は、20箇所の森で実施し1,559名の方々にご参加いただきましたが、2020年度は、新型コロナウイルス感染拡大の
影響を受け、全て中止となりました。森林づくりを通して、緑豊かな地球を次の世代へ引き継げるよう、取組んでまいります。

間伐材等を活用した自然に親しむ活動

“ニッセイの森”の活用

“熊本の森” 〈熊本支社〉 “湯布院の森” 〈大分支社〉“加茂川の森” 〈岡山支社〉

下刈
枝打

間伐

除伐

活動の様子

“美の山の森” 〈本部・熊谷支社〉“熱海の森” 〈平塚支社〉

“富士の森①” 〈本部〉“東阪の森” 〈本店〉 “富士の森⑩”
〈沼津支社・静岡支社・甲府支社〉

親子、喜楽会(日本生命ご出身者)を対象に自然
観察や植物名プレートの設置を行いました。

ドングリの苗木を育てていただいた学校を対象
に、森林づくりボランティアにて植樹を行いました。

親子を対象に自然体験活動を行い
ました。

ドングリ学校自然観察会 森の探検隊

ニッセイ緑の環境講座を行い、林将之
氏にご講演いただきました。

ニッセイ緑の環境講座
夏休み中の子ども達を対象にして
木製置時計を作りました。

夏休み自由研究

全国でワークショップを展開し、ストラップやキーホルダー、竹飾り等を作り
ました。

木工クラフトワークショップ

“東市来の森” 〈鹿児島支社〉

“内灘の森” 〈金沢支社〉

“社の森” 〈本店・明石支社〉

親子を対象とした、森林体験やネイ
チャークラフト作りを行いました。

ふれあい森林教室

［1］にっしんの森（北海道） ［2］閑乗寺の森（富山県）

［3］三朝の森（鳥取県）

（“森から考えるESD学びの森”） （“高尾の森”） （“社の森”） （“希望の丘”）

［4］出雲の森（島根県）

［1］黒保根の森（群馬県） ［2］盛岡の森（岩手県）

［3］北空知の森①（北海道） ［4］北空知の森②（北海道）

各学校オリジナルの 「木のしおり」・「樹木名プレート（樹名板）」
の寄贈活動を行っており、既に900以上の学校・団体からお申
込みいただいております。卒業記念としてもご活用いただけます。
自然への意識を高めたい、母校の樹木に愛着を持ってほしい、と
いった学校・団体の皆様はぜひともお申込みください。

学校の木のしおり・樹木名プレート寄贈活動

申込みフォームはコチラ


